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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　21年　１月　27日　(火)　
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＜患者様連絡事項＞

・大沢　とくゑ様～発熱続いている為、昨日、主治医指示にて採血（セット３、CRP）至急で実施しています。

　　　　　　　　　結果、CRP±との事で、セフジトレン（抗生剤）臨時処方が止め

　　　　　　　　　となっています。

　　　　　　　　　引き続き全身状態を観察し、身体の回復状況に応じたケアを行って

いきましょう。又、帯下、尿混濁の有無、必要時には陰部洗浄を実施し、尿路感染防止も考慮して保清に心掛けていきましょう。

　

· 玉井　クニ子様～左上腕周囲、腫脹・熱感あり、１/２１の朝から抗生剤が臨時薬処方　

となっていました。

本日、主治医診察にて、同処方７日分臨時継続処方あり、飲み切り止めの指示となっています。

≪セフジトレン(抗生剤)（１００）３Ｔ　３×ｎｄＥ　７Ｔ≫　

　　　　　　　　　引き続き、腫脹の変化、浸出液の有無、患側の上肢の動き等を観察していきましょう。

＜定期薬変更＞

· 向山　忠義様～ムコスタ（消化性潰瘍剤）　　（100）２T　⇒　止め、

　　　　　　　　ファモチジン（消化性潰瘍剤）　（20）１T　⇒　追加（変更）

　　　　　　　　となっています。嘔吐・嘔気の有無観察していきましょう。







